
 

創立記念日について 

 

　７月１日は135回目の創立記念日でした。前渡小学校の歴史を、平成元年の創立100周年記念事業の際に記念
誌としてまとめられた「まえわたり100年のあゆみ」より紹介します。 
　 「古きを尋ねると、学習の場として、馬渡村では成等寺、前浜村では常妙寺で、各住職を教授として、寺小屋式の学
校がありました。明治５年学制が布かれ、馬渡・足崎・長砂・前浜の各村にも小学校が設立されました。その後、明治 

22年7月1日自治制が施行されて４村が合併し、前渡村となり、前渡尋常小学校が誕生いたしました。当初旧役場の
道路を隔てた北側にあった学校が、明治24年1月、現在地馬渡309番地に移転しました。」 
　 その後、昭和34年3月22日に校旗・校歌が制定、昭和57年1月15日に校訓「勤勉、誠実、協力、健康」が制定さ
れました。校舎のほうでは、昭和32年に北校舎が、昭和38年に南校舎が落成。昭和50年に体育館が、昭和52年に
南校舎西側部分が増築、平成25年に北校舎東側部分が増築され、ほぼ現在の前渡小学校の姿が完成しました。最
近では、令和3年から学校観察園「ほたるの森」の再整備が始まり、翌令和４年には学校ビオトープ大賞を受賞いた
しました。少し残念なことは、これらの由緒ある前渡小学校の歴史を児童に伝える場面が少なくなってきていることで
す。地域を知り、地域を愛し、地域のために尽くす児童の育成は学校の大きな役割でもありますので、機会を見つけて
児童にも伝えていきたいと考えております。 
　 なお、記念誌「まえわたり100年のあゆみ」ですが、校内に数冊ほど保管されております。貸し出しは可能ですの
で、保護者の皆様、あるいは知り合いの方で興味のある方がおりましたら、遠慮なく学校までご連絡ください。 

文責　 校長　 菊池雅明　  

  

星空週間 お互いを大切にする心 

　 各学級の七夕飾りが出揃いました。短 「社会をつくるのは私たち一人ひとりで
冊には次のようなお願いが書かれていま す。自分たちができる小さなことを積み
した。 上げていくことで、最終的に大きな力と
＜１年生＞ なって社会が明るくなると信じています。
・あしがはやくなりますように お互いを大切に安心して暮らすことので
・さかあがりができるようになりますように きる未来のために、私は今できる精一杯
＜３年生＞ のことをやっていきたいと思っていま
・持久走で３位までに入れますように す。」 
・ピアノがもっと上手になりますように 　 第73回「社会を明るくする運動」作文コン
＜６年生＞ 　 テスト県知事賞受賞　  

・バスケで県大会に行けますように 　 6年生　 ○○さんの作文より 

・家族が元気でありますように 　 ※６月29日(土)に行われた「社会を明るくする運動講演会」の中で○○さんが作文を発表いたしました。
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令和６年７月５日(金) 今を変えれば未来が変わる


